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新学期は じ ま る 

No.l07 号 

長い夏休みも終り、子ども達は、日やけした顔で、先生から出された宿題や 

約東をいっぱいかかえて、元気よく登校しました。 

子ども達は学校生活もどうやらなれて新学期からは漢字も教科書に出てくる 

ようになりました。いま子ども達は元気よく運動会の練習に励んでおります。 

 一年生の運動会の練習 

町 の 人 口 

(9月1日現在） 

9, 056人 

4, 224人 

4, 832人 

2, 607世帯 

総人口 

男子 

女子 

世帯数 

毎月第3日曜日は 

家庭の日です 

この日は一家団らんで家 

族揃って家庭でくつろぎ、 

青少年の考えや、悩みを聞 

いて、明るい、家庭をつく 

り子ども達が健康で明るく 

育つようにつとめましょ 

う。 

毎月第'I 日曜日は 

交通安全の日です 

交通安全は、家族による話 

しあいが大切です。 

日頃から交通安全について 

の知識を習慣づけることが 

大切です。 

ムロ 

風
 
九
 
号
 
で
 

水
道
施
設
に
被
害
が
で
ま
し
た
 

お
盆
の
十
四
日
夜
半
よ
り
猛
威
 

を
ふ
る
っ
た
台
風
九
号
は
、
町
内
 

の
水
道
施
設
に
被
害
を
与
え
て
去
 

り
ま
し
た
が
、
被
害
情
況
は
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

一
、
市
場
地
区
炭
鉱
申
田
水
源
池
 

の
建
物
に
浸
水
事
故
が
あ
っ
て
 

水
源
池
内
の
電
気
設
備
が
水
に
 

つ
か
っ
て
使
用
不
能
と
な
り
、
 

復
旧
に
二
日
か
か
り
ま
し
た
。
 

二
、
台
風
の
影
響
で
町
内
の
電
気
 

が
停
電
し
、
申
田
以
外
の
上
河
 

原
水
源
池
（
町
有
）
岩
淵
水
源
 

池
（
炭
鉱
）
の
電
気
設
備
の
機
 

能
が
止
り
、
水
道
の
水
を
揚
げ
 

一

 

「
ぶ
ど
う
」
 
や
 
「
も
も
」
な
ど
で
 

酒
を
つ
く
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

や
み
酒
は
飲
む
ま
い
、
買
う
ま
い
、
造
る
 

ま
い
。
 

田
 

川
 

税
 

務
 

署
 

る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
時
間
断
 

水
が
続
き
ま
し
た
。
 

こ
の
間
、
水
道
の
水
を
う
け
て
い
 

る
各
家
庭
で
は
、
非
常
に
困
っ
た
 

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
水
源
池
の
 

浸
水
停
電
と
い
う
事
故
が
あ
っ
て
 

復
旧
作
業
に
全
力
を
あ
げ
た
た
め
 

充
分
な
通
知
が
で
き
な
か
っ
た
こ
 

と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。
 

水
道
課
で
は
、
こ
の
体
験
を
よ
き
 

教
訓
と
し
、
今
後
台
風
等
の
災
害
 

が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
 

場
合
に
は
．
事
前
に
各
家
庭
に
通
 

報
し
飲
料
水
を
確
保
し
て
も
ら
う
 

よ
う
に
し
た
と
思
い
ま
す
。
 

や
み
酒
は
飲
む
ま
い
、
買
う
ま
い
、
造
る
 

ま
い
。
 

田
 

川
 

税
 

務
 

署
 

ゴ
ミ
や
汚
物
を
 

河
川
に
捨
て
な
い
で
 

こ
の
と
こ
ろ
、
町
内
を
流
れ
る
 

河
川
が
、
心
な
い
人
に
よ
り
、
ゴ
 

ミ
が
捨
て
ら
れ
て
、
河
川
が
ま
る
 

で
簡
易
ゴ
ミ
処
理
場
の
よ
う
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

学
校
か
ら
解
放
さ
れ
た
子
ど
も
達
 

の
水
遊
び
の
場
に
な
り
ま
す
。
 

み
ん
な
で
美
化
に
つ
と
め
、
ゴ
 

ミ
は
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る
か
焼
却
し
 

て
環
境
衛
生
に
一
人
一
人
が
つ
と
 

め
ま
し
よ
う
．
 



O
。
 か

 
あ
 

報
 

広 い け か
 

あ
 

報
 

広
 

⑧
 

北
九
州
自
然
休
養
林
に
 

福
 
智
 
山
 
系
 
な
 
と
 

北
九
州
自
然
休
養
林
の
設
定
式
 

が
七
月
二
十
九
日
北
九
州
市
八
幡
 

区
の
皿
倉
山
頂
で
行
わ
れ
ま
し
た
 

林
野
庁
に
休
養
林
と
し
て
指
定
さ
 

れ
た
の
は
、
皿
倉
山
、
尺
岳
、
福
 

智
山
系
の
国
有
林
一
、
二
〇
五
ヘ
 

ク
タ
ー
ル
を
こ
の
ほ
ど
、
 

「
北
九
 

州
自
然
休
養
林
」
と
し
て
開
設
し
 

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
休
養
で
 

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
に
し
 

て
い
ま
す
。
 

そ
の
内
容
は
、
積
極
的
に
、
風
 

致
を
保
護
し
、
皿
倉
山
か
ら
尺
岳
 

福
智
山
に
通
じ
る
延
長
十
八
キ
ロ
 

遊
歩
道
を
つ
く
る
の
を
は
じ
め
、
 

福
智
山
、
尺
岳
、
皿
倉
山
の
地
区
 

を
拠
点
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

の
場
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

整
備
期
間
は
、
こ
と
し
か
ら
五
十
 

年
ま
で
の
六
年
間
で
総
事
業
費
は
 

七
億
二
千
三
百
万
円
。
み
ん
な
の
 

山
を
、
み
ん
な
の
自
然
を
大
切
に
 

す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
つ
い
 

て
、
皆
様
方
の
御
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

一
、
た
き
火
、
喫
煙
は
所
定
の
場
 

所
で
行
い
、
必
ら
ず
消
火
を
確
 

認
し
て
下
さ
い
。
 

二
、
木
や
草
を
切
り
、
堀
取
、
ま
 

た
傷
つ
け
な
い
で
下
さ
い
。
 

（
悪
質
な
人
は
森
林
法
違
反
と
 

し
て
検
挙
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
 

ま
す
）
 

三
、
ち
り
は
備
付
の
ち
り
か
ご
に
 

入
れ
る
か
持
ち
帰
る
な
ど
し
て
 

下
さ
い
。
 

自
然
休
養
林
に
つ
い
て
の
お
問
合
 

せ
は
、
 

直
方
市
西
尾
三
九
五
ニ
ー
二
番
 

地
 
直
方
営
林
署
 

電
話
直
方
（
〇
九
四
九
ニ
）
 写真は 県立公園白糸の滝 

「

回

覧

広

報

」

縮

少

さ

れ

る

 

従
来
、
町
の
報
道
や
広
報
は
回
 

近
時
町
内
の
家
庭
は
当
守
家
庭
が
 

覧
板
に
よ
っ
て
、
町
民
皆
様
に
周
 

多
く
、
お
知
ら
せ
や
行
事
な
ど
の
 

知
し
て
来
ま
し
た
。
 

ご
と
き
は
期
限
が
切
れ
て
回
覧
さ
 

院
長
に
守
谷
氏
が
就
任
 

（
町
立
病
院
）
 

こ
の
ほ
ど
町
立
病
院
長
、
岡
村
 

虎
清
氏
が
退
取
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
任
に
前
外
科
医
長
の
守
谷
 

久
章
氏
が
九
月
一
日
付
け
で
町
立
 

病
院
の
院
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 

内
科
医
長
の
吉
窪
穂
積
氏
が
、
 

副
院
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 守谷氏 吉窪氏 

院
長
就
任
の
 

あ
 

い
 

さ
 

つ
 

赤
池
町
の
皆
様
、
毎
日
の
業
務
 

に
御
精
励
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

私
事
 

九
月
一
日
付
で
、
院
長
の
大
任
 

を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
 

浅
学
非
才
の
私
で
す
が
地
域
住
民
 

の
医
療
行
政
に
全
力
を
尽
す
所
存
 

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

初
代
院
長
及
川
先
生
、
前
院
長
 

岡
村
先
生
は
優
れ
た
技
術
と
卓
越
 

し
た
手
腕
を
も
っ
て
、
町
立
病
院
 

を
「
大
樹
」
に
育
て
ら
れ
ま
し
 

た。 私
は
こ
の
「
大
樹
」
に
立
派
な
 

花
を
咲
か
せ
、
葉
を
繁
ら
せ
枯
れ
 

る
事
の
な
い
様
に
努
力
を
惜
し
ま
 

な
い
つ
も
り
で
す
。
 

最
近
、
公
立
病
院
の
危
機
が
叫
 

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
四
十
四
 

年
度
決
算
に
お
い
て
、
全
国
の
公
 

立
病
院
の
約
八
〇
％
が
赤
字
に
な
 

る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
 

す。 然
し
乍
ら
、
公
的
医
療
機
関
の
 

少
な
い
当
地
方
で
は
、
町
立
病
院
 

れ
、
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ
と
が
 

あ
っ
た
り
、
戸
数
に
比
較
し
て
 

日
数
が
重
な
る
た
め
十
分
な
る
報
 

道
や
広
報
は
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
 

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
 

惑
を
か
け
て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
 

ま
す
。
 

町
で
は
、
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
 

た
め
広
報
「
あ
か
い
け
」
を
毎
月
 

一
回
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た
。
発
行
日
は
、
十
月
か
ら
毎
月
 

一
日
に
発
行
さ
れ
ま
す
。
 

広
報
あ
か
い
け
に
は
、
役
場
か
ら
 

の
お
知
ら
せ
や
、
事
業
、
町
の
出
 

来
事
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
 

町
で
は
報
道
の
敏
速
化
に
つ
と
 

め
円
滑
な
る
町
政
運
営
に
努
め
る
 

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
 

係
で
は
皆
さ
ん
方
に
親
し
ま
れ
 

る
広
報
紙
つ
く
り
に
努
力
い
た
し
 

ま
す
。
 

「
写
真
は
毎
月
発
行
さ
れ
 

る
広
報
紙
」
 

『 

町
広
報
七
月
号
で
報
じ
ま
し
 

〈
た
国
勢
調
査
は
い
よ
い
よ
九
月
 

『 
二
十
四
日
よ
り
準
備
調
査
に
入
 

〈
り
十
月
一
日
午
前
零
時
を
期
し
 

》
て
全
国
一
斉
に
調
査
が
行
な
わ
 

、
れ
ま
す
o
 

》 

こ
の
国
勢
調
査
は
五
年
ご
と
 

（
に
行
な
わ
れ
る
我
が
国
の
も
つ
 

）
と
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
今
 

」
一
回
の
調
査
は
大
正
九
年
の
第
一
 

）
回
目
か
ら
数
え
 

『
て
第
十
一
回
目
 

一
「
丸
つ
周
 

）
ち
ょ
う
ど
半
世
 

ー

 
三
．
.
i
'
 

～
紀
を
迎
え
る
歴
 

一

】

名

 

（
史
的
に
も
意
義
 

一、 

も

 

～
の
深
い
調
査
に
 

”
あ
た
る
と
と
も
に
戦
後
は
じ
め
 

『
て
沖
縄
で
も
本
土
と
一
体
的
に
 

《
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

い 

本
町
は
五
十
の
調
査
区
に
わ
 

〈
た
り
別
記
各
調
査
区
の
五
十
人
 

〉 
の
調
査
員
が
九
月
二
十
四
日
よ
 

（
り
九
月
三
十
日
の
間
二
十
二
項
 

？
目
の
調
査
票
を
も
っ
て
皆
様
方
 

（
の
御
家
庭
を
配
布
方
訪
問
い
た
 

＼
し
ま
す
。
 

の
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
 

は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
 

ま
す
。
 

私
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
 

町
民
各
位
の
深
い
御
理
解
と
、
町
 

執
行
部
、
町
議
会
の
御
指
導
と
御
 

援
助
を
頂
き
、
副
院
長
を
始
め
全
 

取
員
の
協
力
と
相
侯
っ
て
赤
池
町
 

民
の
皆
様
方
の
信
頼
に
お
応
え
し
 

医
療
行
政
に
貢
献
す
る
所
存
で
ご
 

ざ
い
ま
す
。
 

町
 
村
 
民
 

交

通

傷

害

保

険

に

加

入

を

 

交
通
事
故
の
補
償
は
住
民
の
総
 

力
で
と
い
う
皆
さ
ん
の
声
が
、
こ
 

の
町
村
民
交
通
傷
害
保
険
を
誕
生
 

さ
せ
ま
し
た
。
 

ど
な
た
で
も
ひ
と
り
四
百
八
十
 

円
の
保
険
料
（
掛
け
金
）
で
簡
単
 

に
加
入
で
き
ま
す
。
 

ご
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
に
備
 

え
ま
し
よ
う
。
 

加
入
者
の
資
格
は
 

当
町
村
に
住
ん
で
い
る
方
、
お
 

よ
び
当
町
村
へ
通
勤
、
通
学
し
て
 

い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加
入
 

で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
一
人
一
口
に
限
り
ま
す
。
 

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
は
 

車
輔
（
自
動
車
、
モ
ー
タ
ー
バ
 

イ
ク
、
自
転
車
、
荷
車
）
な
ど
に
 

乗
っ
て
い
て
、
衝
突
し
た
り
、
つ
 

い
落
、
て
ん
覆
し
た
り
し
た
事
故
 

ま
た
、
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら
の
車
 

輔
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
 

り
し
た
事
故
の
と
き
で
す
。
 

た
だ
し
、
電
車
、
汽
車
、
航
空
機
 

船
舶
な
ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
い
 

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

保
険
料
（
掛
け
金
）
は
 

ひ
と
り
四
百
八
十
円
 
（
一
年
 

分
）
で
す
。
 

中
途
申
し
込
み
は
、
月
割
四
〇
円
 

で
す
。
 

支
払
わ
れ
る
保
険
は
 

H
死
亡
し
た
と
き
（
事
故
に
あ
っ
 

た
月
か
ら
百
八
十
日
以
内
）
五
 

〇
万
円
 

目
け
が
を
し
て
、
失
明
し
た
り
片
 

手
ま
た
は
片
足
を
失
な
っ
た
と
 

き
三
十
万
円
 

目
け
が
し
て
、
医
師
の
治
療
を
受
 

け
た
と
き
。
 

治
療
期
間
六
カ
月
以
上
で
、
六
 

万
円
 

治
療
期
間
五
カ
月
以
上
六
カ
月
 

未
満
で
五
万
円
 

治
療
期
間
三
R
月
以
上
四
カ
月
未
 

満
で
三
万
円
 

治
療
期
間
ニ
力
月
以
上
三
カ
月
未
 

満
で
二
万
円
 

治
療
期
間
ー
力
月
以
上
ニ
力
月
未
 

満
で
一
万
円
 

治
療
期
間
一
週
間
以
上
ー
力
月
未
 

満
で
五
千
円
 

治
療
期
間
一
週
間
未
満
で
二
千
円
 

治
療
期
間
と
は
、
 

「
け
が
を
し
 

十
月
一
日
よ
り
十
月
四
日
の
（
 

間
、
世
帯
主
及
び
代
表
者
の
皆
～
 

様
に
十
月
一
日
午
前
零
時
現
在
」
 

二
十
二
の
項
目
に
つ
い
て
記
入
『
 

し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
を
調
《
 

査
員
が
再
訪
問
し
て
取
集
す
る
）
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

（ 

調
査
票
の
項
目
に
つ
き
ま
し
て
》
 

国
勢
調
査
で
は
世
帯
主
又
は
世
」
（
 

帯
の
代
表
者
に
申
告
の
義
務
を
い
 

課
し
て
い
ま
す
〈
 

査
】
」
 

が
申
告
き
れ
た
」
 

j

 
ー

 

個
人
的
な
秘
密
『
 

力

を

騒

羅

範

 

を
統
計
上
の
目
「
 

的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
統
」
 

計
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
 

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
】
一
 

こ
の
調
査
の
成
功
を
含
め
各
担
（
 

当
調
査
区
の
調
査
員
の
訪
問
時
〉
 

に
は
皆
様
方
の
格
別
の
御
配
慮
《
 

と
御
協
力
を
願
い
い
た
し
ま
〉
 

す。 

（ 
「
 

総
務
課
 
国
勢
調
査
実
施
本
部
＼
 

た
日
か
ら
平
常
の
業
務
に
従
事
す
 

る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
治
療
し
 

た
日
ま
で
」
を
い
い
ま
す
。
 

実
施
期
日
、
九
月
十
五
日
か
ら
 

昭
和
四
十
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
 

で） 予
約
受
付
 
九
月
十
日
か
ら
赤
 

池
町
役
場
総
務
課
で
受
け
つ
け
し
 

ま
す
。
く
わ
し
い
事
は
係
に
お
尋
 

ね
下
さ
い
。
 

◇
お
 

礼
◇
 

一
、
金
一
封
 
太
田
勝
次
殿
 

亡
妹
ッ
ズ
ノ
殿
（
上
野
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
稲
富
敬
一
殿
 

亡
父
虎
夫
殿
（
徳
人
原
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
世
良
一
生
殿
 

亡
母
シ
ゲ
リ
殿
（
上
野
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
田
口
義
春
殿
 

亡
父
巧
殿
（
上
野
）
香
典
返
し
 

と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
田
原
衛
殿
 

亡
母
ス
ミ
殿
（
赤
池
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

国
勢
調
査
員
は
 

次
 
の
 
方
 
々
 
で
 
す
 

（
カ
ツ
コ
は
駐
在
名
）
 

（
東
組
、
上
の
原
）
池
田
秀
美
 

（
岩
尾
）
有
吉
政
高
（
朝
日
町
、
 

松
本
町
）
池
田
勝
子
（
新
町
、
北
 

町
一
）
田
島
正
行
（
北
町
二
、
 

三
）
青
木
等
（
東
町
）
安
永
正
和
 

（
中
町
一
、
二
）
阿
部
雅
善
（
中
 

町
三
）
藤
井
敏
寛
（
下
西
町
）
山
 

尾
繁
樹
（
西
町
）
早
谷
克
粘
（
下
 

高
尾
、
伏
原
四
，
五
）
日
高
一
雄
 

（
伏
原
一
、
二
）
木
月
政
弘
．
（
町
 

営
伏
原
）
和
田
勝
正
（
県
営
伏
 

原
）
徳
永
清
隆
（
南
町
）
藤
野
八
 

郎
（
上
桜
、
下
桜
、
西
ケ
丘
）
池
田
 

厚
美
（
稲
荷
一
、
二
暁
町
）
花
田
 

優
子
（
西
組
、
中
組
）
藤
井
邦
子
 

（
昭
和
町
、
大
和
町
一
、
二
）
北
 

川
勝
（
本
町
二
、
三
）
植
山
な
る
 

み
（
上
の
原
）
 

世
良
英
治
（
上
 

組
、
下
組
）
八
隅
厚
子
（
市
津
、
 

春
日
）
長
谷
川
決
（
八
の
一
、
 

二） 

立
花
哲
二
 
（
八
の
三
）
長
野
 

ツ
キ
子
（
八
の
四
、
五
）
木
村
洋
 

子
（
石
松
、
猿
田
、
諏
訪
山
）
立
 

花
数
広
（
上
、
‘
中
、
下
谷
）
太
田
 

智
子
（
大
浦
「
、
二
）
小
松
ミ
ョ
 

コ
 
（
薬
王
寺
、
大
久
保
）
安
武
 

憲
明
（
上
野
病
院
）
田
中
久
吉
 

（
中
里
、
山
崎
、
板
取
）
太
田
勝
正
 

（
大
谷
）
浦
田
昌
幸
（
上
里
一
、
二
）
 

田
口
龍
男
 
（
上
小
路
、
下
小
路
 

原
）
藤
村
友
也
（
養
護
、
老
人
ホ
 

ー
ム
）
黒
土
武
夫
（
天
郷
、
皿
 

山
）
中
原
和
義
（
堀
田
）
沼
口
富
 

生
（
常
福
、
原
田
、
今
尾
敷
）
 

市
川
則
孝
（
下
町
一
、
 
一
一
、
上
 

の
原
）
中
村
津
代
（
車
道
四
）
山
 

本
正
則
（
車
道
一
）
宇
野
重
房
 

（
車
道
二
、
三
）
武
末
嘉
之
（
旭
 

ケ
丘
、
貴
船
一
本
町
一
）
藤
井
昌
 

子
（
貴
船
二
、
三
）
三
輪
光
枝
 

一
、
金
一
封
 
広
瀬
豊
子
殿
 

亡
夫
豊
殿
（
伏
原
）
香
典
返
し
 

と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
山
本
政
美
殿
 

亡
母
マ
ッ
ョ
殿
（
昭
和
町
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
安
延
孝
殿
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
柴
田
武
彦
殿
 

亡
母
モ
ン
殿
（
上
野
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
永
松
タ
マ
キ
殿
 

亡
夫
常
雄
殿
（
伏
原
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
長
谷
川
弘
殿
 

亡
父
勝
美
殿
（
本
町
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
光
安
ミ
m
子
殿
 

亡
夫
朝
生
殿
（
徳
人
原
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
太
田
正
利
殿
 

亡
父
勘
治
殿
（
上
野
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
小
松
ス
ミ
ェ
殿
 

亡
子
息
武
彦
殿
（
上
野
）
香
典
 

返
し
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
赤
池
 

町
民
生
事
業
助
成
会
へ
寄
附
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

●！、、、、、、、、、、、、！！、、、、、！【、、、、、！！、、、、、、【、、‘ 

税

務

だ

 よ

り

 

九
月
は
固
定
資
産
税
第
」
爾
分
 

の
納
期
で
あ
り
ま
す
。
 

新
学
期
を
迎
え
出
費
多
端
な
事
と
 

存
じ
ま
す
が
九
月
末
日
ま
で
に
納
 

入
い
た
し
ま
し
よ
う
。
 

煙
草
消
費
税
に
つ
い
て
 

既
に
御
存
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
 

す
が
煙
草
消
費
税
は
赤
池
町
内
の
 

煙
草
屋
さ
ん
の
売
り
上
げ
に
よ
っ
 

て
煙
草
消
費
税
が
増
減
い
た
し
ま
 

す。 で
す
か
ら
皆
さ
ん
が
旅
行
、
出
勤
 

前
に
必
ら
ず
町
内
の
煙
草
屋
さ
ん
 

で
買
っ
て
旅
行
、
出
勤
い
た
し
ま
 

し
よ
う
。
 

皆
さ
ん
の
御
協
力
に
よ
っ
て
煙
草
 

消
費
税
は
毎
月
上
昇
し
て
お
り
ま
 

す。 
月
平
均
七
八
八
千
円
と
な
り
ま
し
 

た。 

〇
 

O
 

（
徳
人
原
）
河
野
進
一
（
伏
原
三
 

四
）
大
田
伝
（
高
尾
一
、
二
）
宮
 

崎
春
美
（
上
寿
、
下
寿
）
木
村
邦
 

治
（
西
寿
）
木
村
光
 

以
上
の
調
査
員
が
皆
さ
ん
方
の
 

ご
家
庭
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
 

質
問
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
 

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

△
懸
賞
募
集
V
 

※
問
題
 
国
勢
調
査
に
よ
る
福
岡
 

県
の
人
ロ
は
何
人
で
し
 

ょ
う
か
。
 

※
応
募
方
法
 

〇
用
紙
 
官
製
は
が
き
 

O
答
の
書
き
方
 

〇
住
所
氏
名
 
答
の
下
に
明
記
 

の
こ
と
 

O
プ
切
 
10 

月
 10 

日
（
当
日
消
 

印
有
効
）
 

〇
あ
て
先
 

福
岡
市
天
神
一
丁
目
 

福
岡
県
調
査
統
計
課
内
 

国
勢
調
査
実
施
本
部
 

※
賞
 

一
等
 

賞
金
一
万
円
 

副
賞
日
立
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
ー
名
 

他
 
五
等
ま
で
 

※
発
表
 
昭
和
 46 

年
ー
月
中
旬
主
 

要
新
聞
に
発
表
し
、
本
人
に
も
 

通
知
し
ま
す
。
 

福
岡
県
の
予
想
人
ロ
は
、
国
が
発
 

表
す
る
概
数
人
ロ
を
も
っ
て
正
解
 

と
し
ま
す
。
な
お
、
当
選
者
の
決
 

定
に
つ
い
て
は
、
正
解
者
多
数
の
 

場
合
は
抽
選
に
よ
る
。
正
解
者
の
 

な
い
場
合
正
解
に
最
も
近
い
も
の
 

を
当
選
者
と
い
た
し
ま
す
の
で
ご
 

了
承
く
だ
さ
い
。
 

※
参
考
 
前
回
の
国
勢
調
査
の
 

人
ロ
 

昭
和
 35 

年
 10 

月
ー
日
 

四
、
〇
〇
六
、
六
七
九
人
 

昭
和
 40 

年
 10 

月
ー
日
 

三
、
九
六
四
、
六
一
一
人
 

総
務
課
 
国
勢
調
査
実
施
本
部
 

⑥

電

 
話
 

御

利

用

の

皆

様

へ

 

⑥
公
衆
電
話
か
ら
市
外
、
即
時
に
 

お
か
け
に
な
る
時
は
必
ら
ず
公
 

衆
と
言
っ
て
申
込
ん
で
下
さ
 

い。 

＠
市
外
即
時
電
話
料
金
を
お
問
合
 

せ
に
な
る
時
は
田
川
の
案
内
に
 

お
聞
き
下
さ
い
。
 

一
般
加
入
者
の
方
で
、
そ
の
時
 

料
金
を
知
り
た
い
方
は
即
時
取
 

扱
者
に
申
込
む
時
そ
の
旨
言
っ
 

て
下
さ
い
。
 

＠
電
話
を
お
申
込
み
の
時
は
番
号
 

で。 お
話
が
、
終
っ
た
ら
切
信
号
を
 

必
ら
ず
、
お
願
い
い
た
し
ま
 

す。 

郵

便

番

号

の

記

入

を

 

あ
て
名
に
も
、
自
分
の
住
所
に
 

も
郵
便
番
号
を
お
忘
れ
な
く
。
 

赤
池
局
の
郵
便
番
号
は
 

8
2
2
1
1
1
で
す
。
 

た
い
せ
つ
な
郵
便
は
受
箱
で
よ
 

り
早
く
、
安
全
に
、
確
実
に
お
届
 

け
す
る
た
め
に
、
郵
便
受
箱
と
表
 

札
を
お
備
え
下
さ
い
。
 

当
局
で
は
堅
ろ
う
で
、
美
し
く
、
 

ス
マ
ー
ト
な
表
札
が
わ
り
に
も
な
 

る
。
郵
便
受
箱
を
あ
っ
せ
ん
し
て
 

い
ま
す
。
 

受
箱
を
備
え
て
い
な
い
御
家
庭
は
 

ぜ
ひ
お
備
え
下
さ
い
。
 

御
入
用
の
方
は
郵
便
局
又
は
外
務
 

員
へ
お
申
し
つ
け
下
さ
い
。
 

単
価
 
七
〇
〇
円
 

赤
 
池
 
郵
 
便
 
局
 



け
 

か い あ
 

報
 

広
 

水

死

事

故

 

二
 

件
（
郡
内
）
 

昨
年
の
県
下
に
お
け
る
水
禍
事
 

故
の
死
者
は
一
〇
七
人
で
、
そ
の
 

う
ち
の
八
十
四
人
（
七
九
％
）
が
 

少
年
で
あ
り
ま
す
。
 

過
去
五
年
間
の
少
年
の
水
死
は
県
 

下
の
場
合
漸
減
傾
向
に
あ
っ
た
け
 

れ
ど
も
、
昨
年
は
八
四
人
と
前
年
 

に
比
べ
て
七
人
（
九
％
）
増
加
し
て
 

い
ま
す
。
 

田
川
警
察
署
管
内
で
は
昭
和
四
 

十
二
年
ま
で
漸
増
し
、
こ
れ
を
ピ
 

ー
ク
に
昭
和
四
十
三
年
は
や
や
減
 

少
し
ま
し
た
が
、
昨
年
は
ま
た
前
 

年
に
比
べ
て
一
人
（
五
〇
％
）
増
 

加
し
、
三
人
の
犠
性
者
を
出
し
て
 

い
ま
す
。
 

本
年
は
田
川
署
管
内
で
子
ど
も
 

の
水
死
事
故
が
二
件
出
し
て
い
ま
 

す。 覇Iせ 県 下 田 川 

40 103 

41 90 3 

42 90 5 

43 77 2 

44 84 3 

年
度
別
の
水
死
事
故
者
の
数
 

お

年

寄

り

へ

の

感

謝

 

高

尾

老

人

会

へ

寄

附

 

「
硲
 

木
生
男
さ
ん
」
 

高
尾
通
り
の
硲
木
生
男
さ
ん
は
 

高
尾
通
り
老
人
会
長
（
三
戸
英
介
 

氏
）
に
毎
月
三
千
円
づ
つ
、
こ
こ
 

数
年
来
ご
寄
附
を
続
け
て
お
ら
れ
 

ま
す
。
会
員
達
か
ら
真
ぼ
れ
、
感
 

謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
老
人
会
の
運
営
は
、
 

高
尾
公
民
舘
か
ら
の
助
成
や
会
員
 

達
の
と
ぼ
し
い
小
遣
銭
を
出
し
あ
 

っ
て
、
ほ
そ
ぼ
そ
と
会
を
運
営
し
 

て
お
り
ま
し
た
。
 

会
員
達
は
年
三
回
近
く
の
温
泉
へ
 

出
か
け
、
湯
治
旅
行
を
楽
し
ん
で
 

い
ま
す
。
 

や
や
も
し
ま
す
と
一
人
暮
ら
し
 

の
人
が
多
い
昨
今
、
地
区
の
お
年
 

寄
り
が
集
ま
っ
て
慰
め
た
り
、
励
 

ま
し
会
っ
た
り
す
る
こ
と
は
組
織
 

や
、
地
区
の
人
々
か
ら
の
暖
か
い
 

蚊
愛
の
気
持
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
 

す
。
硲
さ
ん
は
高
尾
公
民
舘
に
、
 

卓
球
台
を
寄
贈
し
て
青
少
年
に
ス
 

ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
て
お
ら
れ
ま
す
 

又
地
区
の
行
事
や
催
し
も
の
に
 

事
欠
す
こ
と
の
出
来
な
い
テ
ン
ト
 

を
一
張
り
寄
贈
さ
れ
広
く
利
用
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

硲
さ
ん
は
 
老
人
会
へ
の
寄
附
は
 

老
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
、
自
 

分
を
育
て
て
く
れ
た
町
内
会
へ
の
 

感
謝
の
気
持
で
す
と
、
話
し
て
お
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

区
民
総
出
の
 

に
ぎ
や
か
さ
 

ニ
百
年
も
続
く
願
成
就
 

八
月
二
十
二
日
、
草
場
公
民
舘
 

（
舘
長
谷
静
馬
氏
）
で
二
百
有
余
 

年
も
続
く
願
成
就
が
夜
半
ま
で
、
 

に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
願
成
就
は
今
か
ら
二
百
有
 

余
年
前
、
草
場
一
帯
に
牛
馬
疫
が
 

大
流
行
し
て
村
の
牛
馬
は
つ
ぎ
つ
 

ぎ
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
 

と
れ
は
河
童
の
た
た
り
で
あ
る
 

と
い
う
こ
と
か
ら
水
神
に
病
気
平
 

癒
の
祈
願
を
し
て
村
内
が
三
軒
に
 

な
っ
て
も
願
を
成
就
す
る
と
の
万
 

年
願
を
立
て
た
と
こ
ろ
間
も
な
く
 

終
煉
し
ま
し
た
。
 

そ
れ
か
ら
草
場
寿
ケ
谷
溜
池
横
 

の
水
神
に
毎
年
七
月
末
日
迄
に
祭
 

典
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
 

年
若
い
人
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
 

夏
休
み
に
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
 

す。 公
民
舘
結
婚
式
は
 

十
月
一
日
か
ら
 

季
節
が
ら
衛
生
面
に
不
備
が
あ
 

り
、
六
月
か
ら
中
断
し
て
お
り
ま
 

し
た
結
婚
式
を
十
月
一
日
か
ら
従
 

来
ど
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

圏
式
典
の
開
始
時
間
 

午
前
十
一
時
三
十
分
と
午
後
二
時
 

三
十
分
の
二
組
と
な
 
っ
て
い
ま
 

す。 
所
要
時
間
は
い
づ
れ
も
二
時
問
で
 

す。 圏
申
し
込
み
の
方
法
 

の
式
場
受
付
は
挙
式
の
日
よ
り
一
一
 

ケ
月
以
内
と
し
ま
す
。
 

同
す
べ
て
の
費
用
の
納
入
は
挙
式
 

こ
の
願
成
就
の
日
に
は
若
い
人
 

た
ち
は
郷
里
に
帰
え
り
祭
典
に
協
 

力
、
鐘
や
太
鼓
で
難
し
立
て
な
が
 

ら
万
年
願
を
立
て
、
こ
の
あ
と
夜
 

の
催
し
に
う
つ
り
、
婦
人
会
や
子
 

ど
も
た
ち
は
自
主
的
に
、
歌
や
寸
 

劇
を
被
露
、
夜
半
ま
で
区
民
総
出
 

の
に
ぎ
や
か
さ
で
し
た
。
 

写
真
は
鐘
や
太
鼓
で
、
難
し
た
て
 

な
が
ら
万
年
願
を
た
て
る
区
民
 

三
日
前
ま
で
納
め
る
こ
と
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

囚
式
場
の
便
宣
を
提
供
す
る
の
は
 

新
郎
、
新
婦
の
い
ず
れ
か
が
町
 

内
の
居
住
者
に
限
っ
て
い
ま
 

す。 

最
近
の
結
婚
式
は
大
安
吉
日
と
日
 

曜
日
に
式
を
挙
げ
る
方
が
多
い
よ
 

う
で
す
。
 

こ
れ
も
一
生
に
一
度
の
挙
式
で
色
 

々
の
都
合
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
 

ま
す
が
、
公
民
舘
で
は
日
曜
日
と
 

祝
日
以
外
に
挙
式
を
し
て
い
た
だ
 

く
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
の
 

で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

写真はフアイヤーのーコマ 

費 用 （30人の場合） 

理

代

儀

賃

代

代

儀

儀

料

グ

料

代

 

祝

伝

 

祝

祝

用

ン

用

 

人

手

花

真

人

者

使

ニ

使

料

計

 

理
理
 

仕

婚

具

一

場

 

料

酒

料

料

生

写

給

司

器

モ

会

燃

 

900円×30人 

170円×30人 

1,200円 

800円×3人 

400円 

2,000円 

700円×2人 

200円×3人 

500円 

500円 

1,000円 

700円 

27,000円 

5,100円 

1,200円 

2,400円 

400円 

2,000円 

h400円 

600円 

500円 

500円 

1,000円 

700円 

42,800円 

上の経費は 

30 人の場合 

天

ま

で

こ

が

す

 

フ

ア

イ

ヤ

ー

の

つ

ど

い

 

子
ど
も
会
営
火
の
つ
ど
い
は
．
 

八
月
二
十
三
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
 

ド
に
町
内
の
子
ど
も
会
員
約
百
五
 

十
人
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
 

た。 子
ど
も
た
ち
は
、
子
ど
も
会
ご
 

と
に
余
興
を
披
露
し
、
あ
る
も
の
 

は
た
だ
一
人
で
歌
を
唄
い
、
フ
ア
 

イ
ヤ
ー
の
英
雄
に
な
る
者
。
青
年
 

団
か
ら
の
フ
ア
イ
ヤ
ー
の
集
い
は
 

火
の
こ
を
天
ま
で
ま
き
上
げ
る
。
 

空
を
見
あ
げ
て
は
星
座
の
話
や
、
 

星
の
伝
説
に
耳
を
傾
け
た
り
、
子
 

ど
も
達
は
こ
の
上
も
な
い
プ
レ
ゼ
 

ン
ト
に
終
始
喜
び
を
か
く
し
き
れ
 

ず
、
今
脊
、
子
ど
も
の
夜
を
楽
し
 

く
過
し
、
夏
休
み
の
生
活
に
お
い
 

て
、
子
ど
も
の
心
と
心
を
ー
つ
に
 

し
た
の
は
、
フ
ア
イ
ヤ
ー
の
他
な
 

に
も
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

子
ど
も
達
は
こ
ん
後
仲
よ
く
健
 

康
で
明
る
い
生
活
を
お
く
る
事
を
 

誓
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
路
に
つ
 

き
ま
し
た
。
 

め

だ

つ

、

人

の

 

左
 

側
 

通
 

行
 

わ
た
し
達
の
身
辺
に
は
不
注
意
 

や
不
規
則
か
ら
い
た
ま
し
い
事
故
 

が
い
つ
も
起
き
て
い
ま
す
J
 

，
人
は
右
、
車
は
左
‘
は
無
視
、
 

道
路
通
行
の
際
よ
く
見
か
け
る
こ
 

と
は
道
路
標
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
 

家
族
や
、
取
場
で
よ
く
話
し
あ
つ
 

て
習
慣
づ
け
る
よ
う
一
人
一
人
が
 

心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

事
故
の
た
め
数
秒
で
不
具
に
な
 

っ
た
り
、
あ
の
世
行
き
と
な
っ
た
 

ら
、
と
り
か
え
し
が
つ
き
ま
せ
ん
 

通
行
は
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
し
ま
 

し
よ
・
つ
。
 


